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信 仰 が 人 間 に 与 える も の 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 信仰 は 、 教 え の 
否定 と どう 違う の で し ょ うか 。 信仰 する こと 
に よる 益 と は な ん で し ょ うか 。 信仰 が 人 間 に 
どの よう な 価値 を 与え る の で し ょ うな か 。 今日 
は 、 こ の 点 を テー マ に し た いと 思い ます 。 

信仰 と は 、 前 も っ て 得る 知識 で あり 、 厨 定 
と は 先入観 で す 。 信 仰 す る た め に は 知る こと 
が まず 前 提 人 条件 と な り ま す 。 人 は 知ら な いも 
の を 信じ る こと は で き な い の で す 。 し か し 各 
定 に は 、 何 の 前 提 人 条件 も 必要 あり ませ ん 。 無 
知 で ある こと で 十分 な の で す 。 

信仰 は 、 愛 情 に 似 て 
お り 、 否 定 は 憎悪 に 似 
て いま す 。 愛情 と は 育 
定 的 な か も の で 、 情 悪 は 
否定 的 な も の で す 。 愛 
情 は 人 間 に 多 く の も の 
を 獲得 させ ます が 、 憎 
悪 は 人 間 に 何 も 与え ま 


1 lo 罰 
せん 。 同 様 に 、 信 仰 は 講 斉 人 ぶ 借 隊 
な も の で あり 、 憎悪 と / 語 過 = = 


は 箇 定 的 な も の で す 。 

信仰 は プラ ス す る こ 
と 、 否 定 は マイ ナス で 
す 。 信仰 は 多く の も の を 獲得 させ ます が 、 耕 
定 は 何 も 獲 得 さ せま せん 。 

信仰 は 思い 出す こと で あり 、 否 定 は 忘れ る 
こと で す 。 思い 出す こと と は 取り 戻す こと で 
あり 、 忘 れる こと と は 失う こと 、 減 ら す こと 
で す 。 信仰 す る 人 は 、 そ の 良心 に 前 か ら 存 在 
する 、 創 造 さ まれ た 時 か ら 持 っ て いる 「 知 識 」 
を 思い 出し た こと に な る の で す 。 否定 に よっ 
て は 、 後 か ら 存 在 き せら れ た 、 後 か ら 生 じ た 
「 私 」 と いう も の が 忘れ られ る の で す 。 

信仰 は 一 つの 結び つき で あり 、 否 定 は 一 つ 
の 断絶 で す 。 結 び つ き は 人 を 安定 し た も の に 
し ます 。 だ か ら 信 仰 は 、 信 用 の 保証 の よう な 
も の で す 。 否定 は 、 本 来 の あり 方 か ら の 断絶 
を 象徴 する も の で す 。 

信仰 は 安定 で あり 、 厨 定 は 不安 定 で す 。 信 
仰 は 、 そ の 持ち 主 を 、 定 着 さ せ 、 安 定 さ せま 
す 。 自分 の 居場所 で 安定 し て いる 人 は 、 落 ち 
着き や 安らぎ を 見 出し ます 。 耕 定 す る 人 は 一 
つの 道 を た どる こと な く 、 う ろう ろ し て いる 
状態 で す 。 最初 は 自由 を 誠 歌 し て いる つも り 
で も 、 そ れ が 偽り の も の で ある こと に 気づく 
の に 、 そ れ ほ ど 時 間 は か か ら な い の で す 。 
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信仰 は 自分 の 立場 を 知る こと で 、 否 定 は 自 
分 の 立場 を わき まえ な いこ と で す 。 信仰 は 、 
我 を 忘れ ず に いる 状態 で す 。 我 を 忘れ て いる 
人 は 、 自 分 を 見 失い ます 。 自分 を 見 失っ て い 
る 人 は 、 自 分 の 立場 を わき まえ る こと が で き 
な い の で す 。 

信仰 は 感謝 する こと で あり 、 否 定 は 恩 知 ら 
ず で ある こと で す 。 感謝 と は 、 パ ン で は な く 、 
その パン を 与え た 存在 に 、 対 象 と な る 権利 が 
あり ます 。 主 の な い 上 恵み は 存在 し ませ ん 。 何 
か が 恵み で ある な ら 、 必 ず 、 そ れ を 与え た 存 
在 が あり ます 。 恵み に 
気づく 者 は 、 恵 み の 主 
を 探し ます 。 恵み の 主 
を 見 出し た 者 は 、 そ の 
存在 に 感謝 する の で す 。 
恵み に 気がつか ず に い 
る こと は 、 恩 知ら ず で 
の この ひで ず 

信仰 は 誠実 さ で あり 、 
否定 は 不誠実 さ で す 。 
アッ ラー に 誠意 を 示さ 
な い 者 は 、 他 者 に も 誠 
意 を 示し ませ ん 。 最大 
の 誠意 は 、 「 最 も 僅 大 
な る お 方 」 へ の 誠意 で す 。 

信仰 は 顔 を 向け る こと で あり 、 否 定 と は 背 
を 向け る こと で す 。 光 に 顔 を 向け る も の は 、 
目 を 輝 か せ ます 。 光 に 背 を 向け る 者 は 、 人 生 
が 彼 自 身 を 閉じ 込め ます 。 ア ッ ラ ー へ の 信仰 
は 、 光 の 源 に 顔 を 向け る こと で す 。 否 定 と は 、 
何 か に 向き 合う こと で は な く 、 ど こ か を 向く 
こと を 否定 する 事 な の で す 。 

信仰 と は 関心 で あり 、 否 定 と は 無関心 さ で 
す 。 信仰 する 人 は 、 存 在 す る こと の 意義 と 目 
的 に 関心 を 示し て いる の で す 。 否定 する 人 の 
存在 の 意義 、 目 的 は 、 関 心 が 払 われ な いま ま 
と な る の で す 。 

信仰 は 、 人 に 無限 の 境地 を 開き 、 彼 を 行き 
止ま り の な い 完 全 性 へ の 旅 へ と 導く 、 強 い 力 
で す 。 否定 と は 、 意 識 と 、 そ の 上 の 存在 と の 


結び つき を 絶ち ます 。 こ れ に よっ て 意識 は 意 
識 の 下 で 押し つぶ され た 状態 と な り ま す 。 ア 


ッ ラ ー の し も べべ と な る こと か ら 輝 げ 、 無 意識 
の うち に 自分 を 操る 我 欲 の し も べべ と な っ て い 
る こと に 気づく で し ょ う 。 

信仰 する こと に どれ ほど の 益 が ある か 、 和 気 
ZNCMNG だ けり だ で し まう の か 。 
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